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第１図から第３図は、十勝岳周辺の GNSS 観測結果である。第１図上段に基線の配置を、下段に図

中に表示されている観測点の保守の履歴を示した。第２図は、それぞれの基線における基線長時系列

グラフで、左列に最近約５年間の時系列を、右列に最近約１年間の時系列を示した。十勝岳周辺の広

域の GEONET 観測結果では、顕著な地殻変動は観測されていない。 

第４図のだいち２号 SAR 干渉解析の結果では、ノイズレベルを超えるような顕著な地殻変動は観測

されていない。ただし、注目すべきこととして、12月 16,17 日の降雪（18日の帯広での積雪深は 55cm）

の影響があるにも関わらず、山頂付近も干渉しており、ALOS-2 の回帰周期 14 日の Lバンド SAR で雪

山の地殻変動監視ができる可能性があることを示している。 
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第１図 十勝岳周辺の GNSS 連続観測基線図（上段：基線図、下段:保守履歴） 

Fig.1 Site location map of the GNSS continuous observation network around Tokachi Volcano; (upper) Site location 

map, (lower) History of site maintenance. 
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第２図 十勝岳周辺の GNSS 連続観測結果（基線長 左列：2010 年２月～2015 年２月、右列：2014 年２月

～2015 年２月） 

Fig.2 Results of continuous GNSS observation around Tokachi Volcano; Time series of baseline length (left) from 

February 2010 to February 2015, (right) from February 2014 to February 2015. 
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第３図 十勝岳周辺における GNSS 連続観測点（国土地理院・気象庁観測点統合解析による）水平変動ベク

トル図（2014 年１月～2015 年１月) 

Fig.3 Horizontal displacements of GNSS stations around Takachidake Volcano by combined analyzing system for 

GEONET sites and JMA sites; from January 2014 to January 2015. 
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第４図 「だいち２号」PALSAR-2 による十勝岳周辺地域の解析結果 

Fig.4 Interferometric analysis of SAR acquired by ALOS-2 PALSAR-2 around Tokachi Volcano. 

 


